
一
月
八
日

、
鹿
児
島
市
に
お

い
て

、
九
州
森
林
管
理
局
計
画

部
長
を
は
じ
め
九
州
地
方
環
境

事
務
所

、
鹿
児
島
県

、
屋
久
島

町
か
ら
関
係
機
関
の
長
等
出
席

の
も
と
平
成
二
〇
年
度
世
界
遺

産
地
域
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま

し
た

。
本
会
議
は

、
世
界
遺
産

一
覧
表
に
登
録
さ
れ
た
屋
久
島

の
適
正
な
保
全
管
理
の
推
進
を

図
る
た
め

、
関
係
機
関
相
互
の

連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す

。

今
回

、
主
に
①
屋
久
島
世
界

遺
産
地
域
の
管
理
の
課
題
と
対

策
の
方
向
性

、
②
屋
久
島
の
自

然
環
境
を
把
握
し

、
科
学
的
知

見
に
基
づ
い
て

、
屋
久
島
の
顕

著
な
普
遍
的
価
値
の
保
全
管
理

協議会の様子

出発前の森林保護員

屋久島生態系モニタリング

の
必
要
な
助
言
を
行
う

「
科
学

委
員
会

」
の
設
置

、
③
屋
久
島

世
界
遺
産
地
域
の
巡
視
マ
ニ

ュ

ア
ル
等
が
議
論
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
結
果

、
科
学
的
知
見
を

助
言
す
る

「
屋
久
島
世
界
遺
産

地
域
科
学
委
員
会

」
を
六
月
を

目
途
に
設
置
す
る
と
と
も
に

、

巡
視
活
動
の
充
実
等
を
図
る
観

点
か
ら
新
た
に

「
屋
久
島
世
界

遺
産
地
域
巡
視
マ
ニ

ュ
ア
ル

」

を
策
定
し
て
屋
久
島
世
界
遺
産

の
保
護
管
理
体
制
の
充
実
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た

。

連絡会議の様子

日
本
各
地
の
道
端
や
畑
に
生

え
る
越
年
草

。
葉
は
対
生
し

、

卵
型
で
長
さ
一
～

三
㎝

、
緑
色

が
や
や
薄
い

。
集
散
花
序
に
五

弁
の
小
さ
い
白
花
を
多
数
つ
け

る

。
高
さ
一
〇
～

二
〇
㎝

。
春

の
七
草
の
ひ
と
つ

。

花

期

は

ほ

ぼ

一

年

中

。

ハコベ
（なでしこ科）

平成21年2月5日
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屋

久

島

世

界

遺

産

地

域

連

絡

会

議

開

催

屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
を
設
置

亜高木層では、ﾕｽﾞﾘﾊ･ｱｶｶﾞｼが多く、ｻｶｷ･ｿﾖｺﾞ･ｳﾗｼﾞﾛｶﾞ
ｼが混生し、個体数は少ないがｸﾛﾊﾞｲ･ﾋﾉｷ･ﾅﾅｶﾏﾄﾞなども生
育する。

低木層では、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ﾊｲﾉｷが多く、ｼｷﾐ･ｻｶｷ･ﾕｽﾞﾘﾊ･ﾂ
ｶﾞ･ﾋｻｶｷ･ﾋﾒﾋｻｶｷが混生する。個体数は少ないがﾔﾏｸﾞﾙﾐ･
ｽｷﾞ･ｱｾﾋﾞ･ﾔﾏｼｸﾞﾚ･ｱｶｶﾞｼ･ｳﾗｼﾞﾘｶﾞｼ･ﾏﾃﾊﾞｼｲなども、生育
する。

草本層では、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ﾊｲﾉｷ･ﾎｿﾊﾞｺｹｼﾉﾌﾞが多い。個体
数は少ないがﾂｶﾞ･ｽｷﾞ･ﾔﾏｸﾞﾙﾏの稚樹、ﾅﾅｶﾏﾄﾞ･ﾋﾒﾋｻｶｷ･
ｱｸｼﾊﾞﾓﾄﾞｷ･ｱｵﾂﾘﾊﾞﾅ･ﾋｶｹﾞﾂﾂｼﾞ･ﾋﾒﾂﾙｱﾘﾄﾞｳｼ･ﾔﾏｿﾃﾂ･ﾂﾘ
ｼｭｽﾗﾝ･ｵｵｺﾞｶﾖｳｵｳﾚﾝなども生育する。

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

・宮之浦岳北側斜面（標高1000ｍ地点）

プロットは、２２２林班沢（仮称）の上流右岸尾根部の急斜
面に設定した。局所地形は、尾根直下の複合斜面で、平均
傾斜が46°、平均斜面方位が東向きである。

プロットの階層別植生は、高木層ではﾂｶﾞ･ｱｶｶﾞｼ･ﾔﾏｸﾞﾙ
ﾏ･ｽｷﾞにｻｶｷ･ｲﾇｶﾞｼが混生している。

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
保
全
対
策
連
絡
協
議
会
開
催

一
二
月
一
八
日

、
西
之
表
市

民
会
館
会
議
室
に
お
い
て

、
平

成
二
〇
年
度
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ

保
全
対
策
連
絡
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た

。

協
議
会
で
は
屋
久
島
ヤ
ク
タ

ネ
ゴ
ウ
調
査
隊
・
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ

ヨ

ウ

保

全

の

会

・

関

係

自

治

体
・
森
林
総
合
研
究
所
・
環
境

省
・
森
林
管
理
署
に
よ
る

、
松

枯
れ
被
害
の
現
状
や
一
年
間
の

保
全
活
動
・
環
境
教
育
等
の
取

組
状
況
等
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た

。

午
後
か
ら
は

、
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ

ヨ
ウ
自
生
地
で
現
在

、
経
過
観

察
中
の
個
体
に
つ
い
て

、
今
後

の

対

応

策

を

確

認

す

る

と

共

に

、
針
葉
が
赤
変
し
て
い
る

、

種
子
島
で
一
番
の
巨
木
で
あ
り

天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
個
体
の
今
後
の
対
処
方
針

に
つ
い
て
も
結
論
を
出
し
今
回

の
協
議
会
を
終
了
し
ま
し
た

。

森

林

保

護

員

三

名

を

追

加

採

用

屋
久
島
森
林
管
理
署

（
屋
久

島
森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

）

で
は

、
屋
久
島
世
界
自
然
遺
産

地
域
に
お
い
て
継
続
的
に
巡
視

活
動
を
実
施
す
る
た
め

、
森
林

保
護
員

（
グ
リ
ー

ン
サ
ポ
ー

ト

ス
タ

ッ
フ

）
を
現
在
の
五
名
体

制
か
ら
更
に
公
募
し

、
応
募
が

あ

っ
た
者
の
中
か
ら
三
名
を
追

加
採
用
し
ま
し
た

。

採
用
し
た
森
林
保
護
員
は

、

必
要
な
知
識
等
に
つ
い
て
一
月

一
五
日
の
事
前
講
習
に
よ
り

、

屋
久
島
に
お
け
る
国
有
林
の
管

理
と
森
林
保
全
の
取
り
組
み

、

ま
た

、
巡
視
実
施
時
の
注
意
事

項
等
に
つ
い
て
講
習
を
受
け

、

そ
の
後
愛
子
岳
登
山
道
で
の
現

地
実
習
を
行
い
ま
し
た

。

二
月
か
ら

、
森
林
保
護
員

、

二
人
一
組
で
入
り
込
み
者
が
集

中
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
植
生

荒
廃
等
の
恐
れ
の
高
い
屋
久
島

世
界
自
然
遺
産
地
域
及
び
そ
の

周

辺

地

域

の

国

有

林

に

お

い

て

、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
開
始
し
て

い
ま
す

。

現地パトロールの様子

屋久島の植物



NO

( 発 行
年 月 ）

○屋久島世界遺産地域連
絡会議幹事会開催

○観察道補修勉強会とゴミ
拾いを実施

ハマエンドウ
（まめ科）

（地域関係者等との連携協
力を強化）

○ヤクタネゴヨウ保全対策
連絡協議会開催

○縄文杉デッキに案内板を
設置

（屋久島世界遺産地域の管理
の課題と対策の方向性につい
て整理･見直し）

○縄文杉の看板をリニュ－
アル

○屋久島森林管理署新庁
舎完成

○ヤクタネゴヨウ採種林･見
本林の補植

○屋久島世界遺産等調査
研究推進地域連絡会議が
開催

○縄文杉展望デッキ標示
区分の塗り替え

○自然休養林内の施設整
備を実施

○シャクナゲパトロールを
実施

（散策道や案内板・木製ベ
ンチを整備）

○静岡県議会屋久島を視
察

○平成二〇年度屋久島山
岳部利用対策協議会開催

○自然休養林のリーフレッ
トについて

○今年もグリーン・サポー
ト・スタッフが活躍

（本格的な夏山登山シーズ
ン到来）

○屋久島「レクリェーション
の森」で支援協定を締結

○入林時には必ず入林許
可を！

オオバボンテンカ

（あおい科）

○夏休み期間中に森林パ
トロールを実施

○縄文杉周辺植生回復措
置に関する検討委員会を
開催

○アサヒビールグループが
ボランティア活動

トキワカンゾウ
（ゆり科）

（縄文杉の樹勢及び植生回
復事業〈シカ柵設置〉）

○屋久島森林生態系保護
地域バッファ－ゾ－ン施設
整備

ヤマヒヨドリ
（きく科）

○龍神杉歩道のボランティ
ア清掃活動

ヤクシソウ
（きく科）

○ヤクタネゴヨウ採種林で
のボランティア活動

『洋上アルプスＮｏ．１６７号裏面』屋久島森林環境保全センター

1５４
(20.1)

1５６
(20.3)

（地域に密着した開かれた
国有林の拠点）

○山岳部保全募金(案)に
対する意見募集

○屋久島世界遺産地域連
絡会議を開催

○屋久島の森林･林業を視
察

（関係者で情報を共有）

縄文ﾃﾞｯｷ焦げ
る

・ＧＷ期間中に
おける縄文杉
登山者数外

・展示室ｺ-ﾅ-
・お知らせ

オオバライチゴ
（ばら科）

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）
・国割岳西側斜面(標高200m地
点)

・保全ｾﾝﾀｰ平
成２０年度業務
予定

屋久島生態系
モニタリング調
査実績

平成20年度
ゴールデン
ウィーク期間中
の車両乗り入
れ規制

・平成１９年「洋
上ｱﾙﾌﾟｽ」掲載
一覧

クロキ
(はいのき科)

１６５
(20.12)

１６３
(20.10)

（夏休み期間の交通規制実
施について）

アズキナシ
（ばら科）

1５５
(20.2)

平成２０年「洋上アルプス」掲載記事一覧

大 記 事 小 記 事
屋久島の
植 物

裏 面
屋 久 島 生 態 系
モ ニ タ リ ン グ

お知らせ

１６４
(20.11)

オオカメノキ
（すいかずら科）

タブノキ
（くすのき科）

○ヤクシマシャクナゲ開花
予想
○保全センター人の動き

１５７
(20.4)

１５８
(20.5)

１５９
(20.6)

○仏陀杉樹勢回復措置を
実施

１６０
(20.7) ○セルロース学会(西部支

部)がシンポジウムを開催

１６２
(20.9)

・夏休み期間中
の自然休養林
の利用状況

(アサヒビール〈株〉と屋久
島レク森協議会)

トサムラサキ
（くまつづら科）

・平成19年月
別､地点別雨量
観測データ
・標高別雨量比
較表

・縄文杉荒川登
山口までの一
般車両乗入れ
規制に御協力
を！

・屋久島自然休
養林の入場者
数の推移

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）
・宮之浦岳北側斜面(標高440m
地点)

○屋久島高等学校環境学
習開催
（森林現況調査など現地実
習）

森林環境整備
推進協力金に
ついて

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）
・宮之浦岳北側斜面(標高800m
地点)

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）
・宮之浦岳北側斜面(標高0m地
点)

・屋久島森林生
態系保護地域
などにおける学
術調査等の入
林状況

（整備計画策定のための現
地調査を開始）

○屋久島は調査研究の重
要なフィールド（森林生態系
保護地域などにおける学術調

査状況）

○屋久島世界遺産地域連
絡会議幹事会開催

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）
・宮之浦岳北側斜面(標高580m
地点)

ノギラン
（ゆり科）

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）
・宮之浦岳北側斜面(標高100m
地点)

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）
・国割岳西側斜面(標高400m地
点)

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）
・国割岳西側斜面(標高800m地
点)

１６１
(20.8)

○屋久島レクリェーションの
森保護管理協議会総会の
開催
○屋久島高校 携帯トイ
レを試験導入

（調査研究に関し島内有識
者と意見交換）

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）
・国割岳西側斜面(標高600m地
点)

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）
・国割岳西側斜面(標高1000m
地点)

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）
・国割岳西側斜面(標高1200m
地点)

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）
・国割岳西側斜面(標高1300m
地点)


